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（３） 大学の位置
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１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学　校　法　人　　　明　　治　　大　　学

（２） 大　学　名

学　　長

職　　名

理 事 長

任期満了に伴い平成22年4
月1日に交代(22)

（４） 管理運営組織

大学院長

研究科長



年 人 人

報告年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人

6 ー 5 ー
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入学定員超過率

Ｂ／Ａ

報告年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　 　] [　 　] [ー] [ー] [　1　] [　―　]

5 ー 3 ―

[　　 ] [　　 ] [　―　] [　―　]

5 ―

[　―　] [　―　]

― ―

　（５）－①　調査対象研究科等の名称，定員

備　　　　　考

　（博士後期課程）

平均入学定員
超 過 率

備　　　　　考

Ａ　 入学定員

3

（５）　調査対象研究科等の名称，定員，入学者の状況等

基礎となる学部等

調査対象研究科等
の名称（学位）

　
　情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科

　　　情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学専攻 186

設 置 時 の 計 画

0.50.83

0.66  倍
受験者数

　（５）－②　調査対象研究科等の入学者の状況

　（５）－③　調査対象研究科等の在学者の状況

平成２３年度平成２２年度平成２１年度
備　　　　　考

6 6

8
計

5

　

２年次

３年次

[　　　 　] [ー] [　1　]

１年次

平成２３年度平成２２年度平成２１年度

Ｂ　 入学者数

合格者数

収容定員入学定員修業年限

志願者数

(ー)

[ 　　　 ] [ー] [ー]

(　　 　) (ー)

博士（情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学）

情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部

（修士課程）
情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学専攻

情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科



[　　　] [　　　]

うち平成２０年度入学者 人 うち平成２０年度 人

[　　　] [　　　]

うち平成２０年度入学者 人 うち平成２０年度 人

うち平成２１年度入学者 人 うち平成２１年度 人

[　0　] [　0　]

うち平成２０年度入学者 人 うち平成２０年度 人

うち平成２１年度入学者 人 うち平成２１年度 人

うち平成２２年度入学者 0　人 うち平成２２年度 5　人

　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

平成２０年度

（平成20年4月1日～
平成21年3月31日）

退学者数（ａ） 在学者数（ｂ）
入学者に対する
退学者数の割合

（a/ｂ）

　　　 ％

　　　　　　区　分

 対象年度

計 （累積）計

（主な退学理由）

平成２１年度

（平成21年4月1日～
平成22年3月31日）

平成２２年度

（平成22年4月1日～
平成23年3月31日）

計 （累積）計

計 （累積）計

（主な退学理由）

　　　 ％

（主な退学理由）

0%



    准教授から教授へ昇格の

　　　理由により変更（23）

各
系
列
科
目

　

　

研究論文指導Ⅱ

研究論文指導Ⅰ 2前

1後
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2後
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2

　

　 7

研究論文指導Ⅱ

6

　

　

3後情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学学際研究Ⅱ 2

7
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情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学学際研究Ⅰ 2前
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授業科目の名称
科目区
分

（１） 授業科目表

＜情報コミュニケーション研究科　情報コミュニケーション学専攻（博士後期課程）＞

２　授業科目の概要

　

　

　

　 　

　

自　由 助　手講　師 助　教
備　　　　考

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

教　授 准教授必　修 選　択



教育課程充実を図るため，科目追加

(22)担当:加藤友康（特任教授）

教育課程充実を図るため，科目追加

(22)担当:加藤友康（特任教授）

教育課程充実を図るため，科目追加

(22)担当:神野志隆光（特任教授）

教育課程充実を図るため，科目追加

(22)担当:神野志隆光（特任教授）

博士後期課程プロジェクト系科目の追加
による増加

2

2

博
士
後
期
課
程
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
系
科
目 日本古代学（歴史学）Ⅰ

　

Advanced Mathematical Sciences ⅡＤ 1後

2

日本古代学（考古学）Ⅱ 1後

2先端数理科学ⅡＢ 1後

Advanced Mathematical Sciences ⅠＣ 1前

先端数理科学ⅠＡ 1前

　 　　 　 　

　 　

2

2

日本古代学（考古学）Ⅰ 1前

　 　 　

　 　

2

　 　 　 　

日本古代学（文学）Ⅱ 1後

　 　 　

　 　 　 　

　 　 　

1前

日本古代学（歴史学）Ⅱ 1後 2

　

1前

　

　 　

科目

18

科目

ー

[ー]

認　可　時　の　計　画

科目

12 6

（２） 授業科目数

10

[4]

科目

22

[4]

　　

日本古代学（文学）Ⅰ

　

2

2

　　

必　修 選　択 自　由 計 計

変　　更　　状　　況

必　修 選　択

科目科目科目 科目

[ー]

自　由

ー12

備　　　　　　　　考

英文証明を考慮し科目名称変更
(23)

英文証明を考慮し科目名称変更
(23)

英文証明を考慮し科目名称変更
(23)

英文証明を考慮し科目名称変更
(23)



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

0

18
＝ 0

認可時の計画の授業科目数の計

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目

　　　　

（６） 「認可時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

該当なし

未開講科目と廃止科目の計

（３） 未開講科目



備考

購入による増加（22）

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計(１) 区　　 分

校
　
　
地
　
　
等

0㎡ 0㎡ 238,187㎡238,187㎡

（　280,781㎡　）

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

0㎡

運動場用地

小　　　計 606,878㎡

368,691㎡

校 舎 敷 地

点

280,781㎡ 0㎡

（　0　㎡） （　0　㎡）

点 点

67,600〔26,200〕 4ﾊﾟｯｹｰｼﾞ7,479ﾀｲﾄﾙ

914,022㎡ 0㎡

計

4ﾊﾟｯｹｰｼﾞ7,479ﾀｲﾄﾙ
（38849）
（38276）

(0) (0)

23室

情報処理学習施設

新設学部等の名称 室　　　　　　数

冊

922〔527〕

（67,000〔25,700〕） （922〔527〕）

39678
38276

0 0

３　施設・設備の整備状況，経費

0㎡ 280,781㎡

（　280,781㎡　）

914,022㎡

語学学習施設

　　　　 18人
（補助職員 20人）

体育館以外のスポーツ施設の概要

12,449㎡

収 納 可 能 冊 数

39678
38276

0 0

(0) (0)

閲 覧 座 席 数

（38849）
（38276）

区　　分

第３年次

2,430,416

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 81,069千円 83,684千円 1,187千円

689千円

520千円

第４年次 第５年次 第６年次

―　千円 ―　千円

746千円 875千円

開設年度

―　千円

完成年度開設前年度

4ﾊﾟｯｹｰｼﾞ7,479ﾀｲﾄﾙ

(４) 専任教員研究室

〔うち外国書〕

図　　書 学術雑誌　

情報コミュニケーション研究科（博士後期課程）

(５)

経費
の見
積り

〔うち外国書〕

(３) 教　　室　　等

演　習　室

バレーコート，テニスコート，ゴルフ練習場，プール等

29室
30室

　　　　  158人
　　　　 160人

（補助職員 150人）

講　義　室

249室
241室

385室
381室

164室
158室
164室

図
書
・
設
備

計
922〔527〕

種

情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
研究科

67,600〔26,200〕

新設学部等
の名称

（67,000〔25,700〕） （922〔527〕）

〔うち外国書〕

0㎡ 368,691㎡

0㎡ 0㎡ 606,878㎡

0㎡

0㎡ 0㎡ 307,144㎡そ　の　他

合　　　計

307,144㎡

(８)

520千円

面　　　　　積

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積

経費 の見
積り 及び
維持 方法
の 概 要

学生納付金以外の維持方法の概要 補助金，資産運用の果実及び寄附金その他の収入をもって維持運営する

1,718千円― 千円

(６) 図　　書　　館

4ﾊﾟｯｹｰｼﾞ7,479ﾀｲﾄﾙ

1,813千円

設備購入費

図書購入費

第１年次 第２年次
学生１人当り

納付金
800千円

23,914㎡

完成年度

1,871千円

3,110

教員１人当り研究費等

教室：用途変更による修
正（22）
用途変更による修正(23)
職員：配置変更による修
正(22)
配置変更による修正(23)

視聴覚資料 機械・器具 標　　本

9 室

電子ジャーナル

実験実習室



区　　　分 留　意　事　項 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（23年2月）

設置計画履行状況 該当なし

調　　 査　　 時

（22年1月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（●●年●●月）

平成23年度入試から入学定員
を増員する等，是正に努めて
いる。その結果，定員超過率
は是正されている。
（平成23年度入学定員超過率
0.99，4年間の平均入学定員超
過率1.24）

６　留意事項に対する履行状況等

文学部心理社会学科の入学定
員超過の是正に努めること。



届　出　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

・教員同士の質疑応答結果を指導教員が持ち帰り，指導学生へフィードバックすることにより，短期的には学生の研究
内容，長期的には博士学位論文の質的向上を図るプログラムとしている。

・例年年度末に開催し，当該年度の検証及び翌年度の方針を検討する。平成22年度は開催に至らなかった。

　ｃ　委員会の審議事項等

・ＦＤの実践方法，学生研究活動の質的向上方策等

・ＦＤ懇話会の実施
　教員相互の意見交換を通じた意識改革によって，教員の資質の維持向上を積極的に推進する。ＦＤ懇話会でのテーマ
には，学生指導上の課題・問題やそれらの解決策に関する意見交換，関連講義間の内容の調整をはじめ，教員や学生の
研究内容・方法・成果に関する議論までも含まれ，単なる学生による授業評価アンケートや小手先の指導テクニック伝
授などの皮相的なＦＤ活動に留まらない，研究・教育の有機的連携を可能ならしめる，実りあるＦＤ活動の実践を目指
すものである。

　ａ　実施内容

　ｂ　実施方法

・本研究科では，学位論文取得をより円滑にするため，3年次の所定の時期に事前報告会を実施し，研究科教員をはじめ
学生等など多方面からの講評を得ることで，学位請求論文の質的向上，学位取得促進を図る。
・毎年度5月上旬にＦＤ懇話会を実施している。ここでは，学生に4月に指導教員の許可を得て提出させる「博士論文作
成計画書」「研究計画中間報告書」（2年次）及び「博士論文執筆計画書」「研究計画最終報告書」（3年次）を出席教
員全員に配布し，学生の各研究テーマ・方法論に基づいたアプローチ方法，先行研究の紹介，参考文献提示等，一人当
たり15分程度，多角的・学際的検証を行なう。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

７　その他全般的事項

＜情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科　情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学専攻（博士後期課程）＞

（１） 設置計画変更事項等

該当なし

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

・毎年度5月上旬，研究科執行部及び研究指導担当教員全員が参加している。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

①　実施体制

②　実施状況

　ａ　委員会の設置状況

・全学的な教育支援体制に係る諸施策の立案及びその推進を通じて，組織的かつ継続的に教育内容及び教育技法の改善
を行うことにより効果的な教育活動の実践を支援・促進することを目的として明治大学教育開発・支援センターを設置
している。
・本研究科では，ＦＤ委員会を設置し，教育内容・教育技法並びに指導方法など，具体的な方策を検討している。



　・自己点検・評価の結果をホームページで公表し，広く学内外から結果に対する意見を聴く体制をとっている。

　ａ　公表（予定）時期

　　・平成２４年３月　公表予定

　ｂ　公表方法

（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

②　自己点検・評価報告書

別紙参照

③　認証評価を受ける計画

・「大学基準協会」の行う大学評価へ申請を行い，2008年3月に大学基準に適合していると認定された。
　その際に指摘された「助言」をはじめとした様々な課題について具体的な改善策のアクションプランを作成するとと
もに，定期的な認証評価の申請に対応する体制作りを検討している。



　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　公表した場合，承認する　）

○　設置計画履行状況報告書

（４） 情報提供に関する事項

　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http://www.meiji.ac.jp/koho/disclosure/secchi/）

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　　　2011年6月公表予定　　　）
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